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「生きる」を、つなぐ。
私たちは技術革新を通じて、持続可能な地球の豊かさに貢献します。

全ての生命には「ありのままに自由に生きたい」「より良く成長したい」という本質があります。

私たちは、生命の本質を尊重し、気候変動や食料問題、人権問題など、

「人・動物・自然」から「ありのままに生きる」を奪う社会課題に真摯に向き合い、

技術革新を通じて社会課題を解決することで、地球の持続可能性を高め

全ての生命の「自由と豊かさ」に貢献し続けます。

ファームノートグループビジョン
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インテグレーション事業
高生産性の実証と生産ノウハウの蓄積。働きやすい牧場を増やす

酪農生産 運営サポート

プロダクト・ソリューション事業
デジタル化を通じてオペレーション標準化と⽣産性向上を⽀援

ハイオペレーション ハイゲノム

ファームノートグループの事業セグメントとサービス展開 1.  グループ・事業紹介

Farmnote Cloud
クラウド⽜群管理システム

Farmnote Color
⽜向けウェアラブルデバイス

Farmnote Compass
酪農向け経営分析レポート

コンサルティング
獣医師チームによる⽣産性向上⽀援

Farmnote Gene
育種改良⾃動化プラットフォーム

ジェネティクスサービ
ス受精卵販売プラットフォーム

和牛生産牧場
和⽜受精卵の⽣産技術研究

主にリカーリング収益

主要KPI
センサー・クラウド利⽤料 / １顧客当たり製品利⽤数 / 顧客
数 / 獣医師数 / ARPU / 解約率

中標津牧場

北海道中標津町
飼育養頭数150頭
生乳生産1,400t
和牛子牛生産 70頭

伸託（しんたく）

北海道別海町
飼育養頭数140頭
繁殖和牛頭数80頭
哺育育成頭数60頭

希望牧場

北海道中標津
飼育養頭数778頭
生乳生産4,400t

リカーリング収益と副産物販売収益

主要KPI
⽣乳販売代⾦・⼦⽜販売代⾦ / コンサルテーションフィー / 
牧場数 / 和⽜出⽣頭数 / 搾乳⽜頭数 / 飼料費割合

オペレーション構築・マネジメントを
受託し、⽣産性改善を進めるモデル

⼟地と建物を借り受け、⼈とオペレー
ションを導⼊する、アセットライトで牧

場経営できる新しいモデル

第二牧場

飼育養頭数260頭
生乳生産1,900t
肉用牛子牛生産 100頭



5

３つの問い

1.農業って何か︖

2.⽇本の酪農・畜産業界の⽬指すべき⽅向性は何か︖

3.サステナブル酪農って何か︖
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サステナブル酪農とは
⽇本の酪農・畜産業界が国際競争⼒を持つこと。
→つまり、価格競争⼒×⾮価格競争⼒の最⼤化である

価格競争⼒の最⼤化 ⾮価格競争⼒の最⼤化

ü ⽣産性最⼤化
-新技術の活⽤
-規模の経済

ü コスト削減
-安価な労働⼒
-豊富な物的資源

ü 品質
ü 輸出規格
ü 認証（HACCP、GAP）
ü ブランド
ü環境への対策

×



7

本⽇のテーマ︓サステナブル酪農への挑戦
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プロジェクト内容
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⽇本の酪農・畜産業界の⽬指すべき⽅向性
⽇本の酪農・畜産業界が国際競争⼒を持つこと。
→つまり、価格競争⼒×⾮価格競争⼒の最⼤化である

価格競争⼒の最⼤化 ⾮価格競争⼒の最⼤化

ü ⽣産性最⼤化
-新技術の活⽤
-規模の経済

ü コスト削減
-安価な労働⼒
-豊富な物的資源

ü 品質
ü 輸出規格
ü 認証（HACCP、GAP）
ü ブランド
ü環境への対策

×

この最⼤公倍数を徹底的に⽬指していく
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最後に︓更なる挑戦

https://sugu-kan.com/world_source_of_methaneより抜粋

https://sugu-kan.com/world_source_of_methane
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